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特 集
第 １ 回

　通 常 総 代 会 開 催 報 告
● ア レ ル  ギ ー ト ラ ブ ル に 迅  速 に 対 応  で き る よ う 、9 月 に ア レ

ル ゲ ン 情 報 登 録 シ ス テ ム を 立 ち 上 げ ま し た 。2 0 2 1 年 度 末

現 在 の 登 録 者 数 は 3 0, 5 9 4 人 と な り 、 前 年 よ り 3, 9 4 2 人 増

え ま し た 。

● 富  山  県  生  協 と C O ・ O P と や ま の  組  合  員  が と も に 「 と や ま 生

協 の 安 全 確 認 業 務 の 仕 組 み 」

を  理  解  す  る  た  め  に  、2 0 2 1  年 3  月

か ら テ ー マ を 変 え て  計 3  回 の 両

生  協  合  同  学  習  会  を 実  施 し ま し

た  。2 0 2 1  年  度  と  し  て  は 7  月  と 9

月 の 2 回 合 計 で 、 の べ 1 3 0 人 の

参 加 が あ り ま し た 。

● と や ま 生 協 と し て 温 室 効 果 ガ ス を 2 0 3 0 年 ま で に 4 0 ％ 削 減

す る 「 2 0 3 0 年 温 室 効 果 ガ ス 削 減 計 画 の 策 定 」 に つ い て 検 討

し 、8 月 理  事  会 で  確  認 し ま し た 。

黒 部 市 田 籾 川 で の 事 業 を 検 討 し

て い る 小 水 力 発 電 は 、1 2 月 に 機

器 を 現 地 に 設 置 し 、1 年 間 に わ た

る 流  量  調  査  を  開  始 し ま し た  。

● コ  ー プ  北  陸  事  業  連  合  の  創  立 2 5  周  年  を  記  念  し  て 、 コ  ー プ  フ  ァ

ミ リ ー に て 「 感 謝 還 元 祭 」 を 年 ４ 回 実 施 し 、 多 く の 組 合 員 に

ご  利 用 い た だ き ま し た 。

● 令 和 ３ 年 度 富 山 市 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 事 業 予 定 者 等 公 募

申 請 は 、 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 、 認 知 症 対 応 型 共 同 生

活  介  護  の  複  合  型  で ９ 月 に 申 請  書 を 提  出 し ま し た 。 小  規  模  多

機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 に つ い て 、1 2 月 に 富 山 市 か ら 決 定

通  知  を い た  だ  き ま し た  。

● 1 月 2 5 日 よ り 昼 食 弁 当 の 取 り 扱 い を 富 山 セ ン タ ー か ら 開 始

し ま し た 。 と や ま 生  協  要  冷  物  流 セ ン タ ー 稼  働  後 に は 、 全  セ ン

タ ー で  昼  食  弁  当  の  取 り 扱  い  を  行  い ま  す 。

● 注 文 サ ポ ー ト サ ー ビ ス は 9 9 件 （ 昨 年 対 比 1 8 6 ％ ） と 前 年 よ

り 多 く の ご 依  頼 を い た だ き ま し た 。 く ら し の お 困 り ご と 連  携

件 数 は 、 け ん せ い き ょ う サ ー ビ ス 7 件 、 に こ り ー な 2 件 、 ま ち

の で ん き 屋  さ ん 1 8  件  の  合  計 2 7 件  で し た 。

● 組 合 員 活 動 の 年 間 参 加 人 数 は 2 3, 9 2 6 人 と な り ま し た 。 合

同 企 画 を 中 心 に リ モ ー ト 開 催 や ハ イ ブ リ ッ ド （ 会 場 参 加 と リ

モ ー ト 参 加 の 併 用 ） で の 開 催 を 増 や し 、リ モ ー ト で の 参 加 人

数  は 3 2 7 人 で し た  。

● 富 山 ブ ロ ッ ク は 、C O ・ O P と や ま と の 合 同 企 画 「 ふ れ あ い ク

ラ シ ッ ク コ ン サ ー ト 」 を 1 1 月 （ 県 民 会 館 ：4 4 3 人 ） 、2 月 （ 高 周

波 文 化 ホ ー ル ：2 0 3 人 ） の 計 2 回 開 催 し ま し た 。

● 東 部 ブ ロ ッ ク は 、3 月 に 合 併 直 前

盛  り 上  げ  企  画  と し て C H I K  O  さ  ん  の

コ ン  サ  ー ト  を  開  催  し 3 8 0  人  が  参  加

し ま し た  。

● 西 部 ブ ロ ッ ク は 、1 2 月 に 「 フ ァ ミ

リ  ー  コ  ン  サ  ー  ト  」 を  開  催  し  、2 8 7  人  の  参  加  が  あ  り  ま  し  た  。 ま

た 3 月 に は 「 せ い き ょ う 落 語 祭 り 」 を 開 催 し 、1 4 0 人 の 参 加

が  あ り ま し た 。

● 要 冷 物 流 セ ン タ ー は ３ 月 2 6 日

に 、 新  東  部 セ ン タ ー  は ２ 月 ８ 日

に  竣  工  し  ま  し  た  。 西  部  セ  ン

タ ー 増 築 は 、1 2 月 に 完 了 し 、 既

存 施 設 の 改 修 工 事 は 3 月 3 0 日

に 完 了 し ま し た 。

● 福 祉 事 業 は 更 な る 経 営 改 善 を

進 め た こ と か ら 、 経 営 剰 余 金

は 4 4 6  万  円  と  な  り  、 前  年  か  ら

4, 5 1 4 万 円 改 善 し ま し た 。

● 新 生 協 に 向 け 、 職 員 の 投 票 に

よ っ て  制  服  の  選  定  を  行  い  ま し

た 。 車 両 や 施 設 、 看 板 な ど の ロ ゴ マ ー ク の 変 更 を 進 め 、3  月

ま  で  に  全  て  完 了 し ま し た  。

安  全 ・ 安  心  の  取  組  み 組 合 員 へ の お 役 立 ち

● 県 内 産 直 品 の お 取 引 先 の 拡 大 と 取 り 扱 い 品 目 数 を 拡 大 し ま す 。

生 産 者 ・ 製 造 者 と の 交 流 は 、リ モ ー ト も 含 め 拡 大 し ま す 。

● 食 品 安 全 マ ネ ジ メ ン ト に 基 づ き 、 品 温 管 理 の 徹 底 、 商 品 点 検 の 強

化  と 事  業  連  合 と の  連  携  で  商  品  の  お  申 し  出  件  数  を  削  減 し ま  す 。

● 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム へ の 参 加 と し て 、 地 域 自 治 会 等 へ の 学 習

会 の 参 加 、 認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 、I C T ※ 利 活 用 事 業 へ の

参 加 、 利 用 者 家 族 や 地 域 の 方 々 と の 施 設 イ ベ ン ト を 開 催 し ま す 。

　 ※ 「I nf o r m ati o n  a n d C o m m u ni c ati o n s T e c h n ol o g y 」 の 略 で 、 情 報

技 術 （I T ） を 拡 張 し た 用 語 で あ り 、 情  報  通  信  技  術 の こ と を い う 。

● 温 室 効 果 ガ ス 削 減 の 活 動 と し て 、 家 庭 で で き る 電 気 、 プ ラ ス チ ッ

ク 、 燃 料 の ダ イ エ ッ ト 、 清 掃 活 動 へ の 参 加 、 生 物 多 様 性 に 関 す る 学

習  会  に も  取 り 組  み ま  す 。

● 宅  配  ア  プ  リ 機  能  の  拡  充  や e フ レ ン ズ  の

　  機  能  強  化 を 図 り 、 組 合 員 の 声 に 応 え 利

　   用  し  や  す  い  仕  組  み  づ  く り  を  進  め  ま  す 。

● 配  送 コ ー ス の 最  適  化 を 図 り 、 効 率 的 な コ ー ス 設  計 を 進 め ま す 。 富

山  ブ  ロ ッ ク は 7  月 4  日 か ら 、 東  部  ブ  ロ ッ ク は 7  月 1 1 日 か ら 、 西  部  ブ

ロ ッ ク は 7  月 2 5  日  か  ら  新  コ  ー ス と な る  予  定  で  す 。

● 組 合 員 の 家 計 を 応 援 す る 家 計 応 援 商 品 の 対 象 商 品 の 拡 大 と 、 県

別 オ リ ジ ナ ル 企 画 で も 応 援 企 画 を 実 施 し ま す 。

● 店 舗 事 業 で は 、 移 動 販 売 車 増 車 に 向 け 準 備 を 進 め ま す 。

● 2 0 2 4 年 度 に 富 山 市 新 庄 で 、 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 施 設 を 開

設  す る  準  備  を  進  め ま  す 。

● 合 弁 で 出 資 し 農 業 法 人 を 立 ち 上 げ 、 事 業 開 始 の 準 備 を 整 え 生 産

活  動  の  開  始  を め ざ  し ま  す 。

● 黒 部 市 田 籾 川 流 域 の 流 量 調 査 は 引 き 続 き 2 0 2 2 年 1 2 月 上 旬 ま で

行 い 、 小 水 力 発 電 開 発 に 向 け た 準 備 を 進 め ま す 。

● と や ま 生 協 の 新 組 合 員 組 織 体 制 を 基 本 に 、ブ ロ ッ ク 協 議  会 、 委 員

会 、 地 域 会 、こ ～ ぷ  会 等 の 活 動 を 進 め ま す 。

● 組 合 員 活 動 、 学 習 会 、つ な が り の 場 の 開 催 方 法 に つ い て は 、 オ ン

ラ イ ン 、 ハ イ ブ リ ッ ド 、リ ア ル 開 催 と 活 動 内 容 や 状 況 に 合 わ せ て 柔

軟 に 対 応 し ま す 。S N S ※ も 活 用 し 、い つ で も 、 気  軽 に 、 場 所 を 問 わ ず

参  加  で  き  る  仕  組  み  づ  く り  を  進  め  ま  す 。

　 ※ ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー キ ン グ サ ー ビ ス （ S o ci al  N et w o r ki n g S er vi c e)

の 略 で 、 登 録 さ れ た 利 用 者 同 士 が 交 流 で き る W e b サ イ ト の 会 員 制

サ ー ビ ス の こ と 。

● 生 協 の 事 業 と 活 動 に つ い て 、S N S で の 発 信 、 テ レ ビ C M の 活 用 、

ホ ー ム ペ ー ジ 、 県 内 で 発 行 さ れ て い る 広 報 誌 を 活 用 し 、 組 合 員 、

県  民  に  広 く お  知  ら せ し ま  す 。

● 教 育 制 度 に 基 づ き 階 層 や 職 能 別 の 人 財 育 成 、 職 場 体 験 な ど を

進 め 、キ ャ リ ア ア ッ プ を 支 援 し て い き ま す 。

● 組 合 員 の 問 い 合 わ せ に 対 応 す る 、 コ ー ル セ ン タ ー を ス タ ー ト し ま

す 。 寄 せ ら れ た 声 を ト ー タ ル 管 理 で き る 仕 組 み の 導 入 も 進 め ま す 。

安 定 し た 経  営 と 元  気 な 職  員  集 団
組  合  員  の  参  加 ・ 参  画 と 社  会  貢  献

※ １ 号 議 案 は 、 旧 富 山 県 生 協 に お け る  2 0 2 1  年 度 の 活 動 と 決 算 に つ い て の 議 案 と な り ま す 。

組 合 員 数  7 8, 8 4 0 人 　 出 資 金  4 7. 6 億 円 　 総 事 業 高  9 5. 6 億 円

2 0 2 1 年 ７ 月
「 く ら し の 安 全 ・ 安 心 学 習 会 」

小 水 力 発 電 候 補 地 （ 黒 部 市 田 籾 川 ）

要  冷  物  流  セ  ン  タ  ー （  外  観  ）

施 設 誕 生 祭 の 様 子 （ 輝 ゆ と り ～ な ）

C  H I K O さ ん  の コ ン  サ ー ト

財 産 及 び 損 益 の 状 況
貸 借 対 照 表

2 0 2 1 年 度 事 業 経 営 実 績

事 業 経 営 計 画

4 2 億 2, 4 5 5 万 円

3 6 億 1, 5 9 5 万 円

2 億 8, 6 9 5 万 円

7 8, 8 4 0 人

4 7 億 6, 9 8 7 万 円

9 5 億 6, 7 2 0 万 円

8 7 億 2, 9 5 4 万 円

3 億 4, 6 2 1 万 円

4 億 2 , 1 0 4 万 円

6, 3 7 8 万 円

6 6 2 万 円

3 億 9 6 4 万 円

2 0, 9 4 3 件

1 0 1 %

1 0 2 %

1 0 1 %

1 0 2 %

1 0 2 %

9 9 %

1 0 2 %

9 5 %

1 2 4 %

9 9 %

1 3 9, 0 0 0 人

8 5 億 円

1 7 1 億 4,  2 6 0 万 円

1 5 9 億 4,  3 6 0 万 円

4 億 0, 7 9 0 万 円

4 億 4, 4 0 0 万 円

1 億 9, 4 7 0 万 円

1 億 4, 5 4 0 万 円

7 0 0 万 円

4 6, 9 5 5 件

組 合 員 数 

出 資 金 

総 事 業 高 

　 　 宅 配 事 業

　 　 生 活 支 援 事 業

　 　 福 祉 事 業

　 　 店 舗 事 業

　 　 共 済 事 業

そ の 他

共 済 保 有 件 数 

組 合 員 数 

出 資 金 

総 事 業 高 

　 　 宅 配 事 業

　 　 配 食 事 業

　 　 福 祉 事 業

　 　 共 済 事 業

　 　 そ の 他 ※

経 常 剰 余 金 

共 済 保 有 件 数 

1 0 1 %

1 0 4 %

9 7 %

9 6 %

1 1 8  %

1 0 6 %

1 0 8 %

1 0 0 %

1 0 6 %

1 0 3 %

4 7 億 6, 9 8 7 万 円

1 3  億 7, 8 3 4 万 円

3 1 2 万 円

1 0 0 億 5, 4 2 6 万 円

5 8 億 2, 9 7 0 万 円

1 0 0 億 5, 4 2 6 万 円

定 款 の 変 更 に つ い て 提 案 し 承 認 さ れ ま し た 。

● 合 併 す る に あ た り 、 2 0 2 2 年 4 月 1 日 か ら 定 款 で 定 め る 役 員

（ 理 事 ・ 監 事 ） と 総 代 の 定 数 の 幅 を 変 更 し ま し た 。 た だ し 、

こ れ は あ く ま で も 「 対 等 ・ 平 等 の 立 場 で 新 し い 生 協 を つ く

る 」 た め 、 合 併 し て か ら 初 め て の 通 常 総 代 会 ・ 総 代 選 挙 で 新

た な 役 員 体 制 ・ 新 た な 総 代 が 選 出 さ れ る ま で の 一 時 的 な 変

更  と  い  う  趣  旨  で  し  た  の  で  、 定  款  で  定  め  る  役  員 （  理  事  ・  監  事  ）

と 総 代 の 定 数 の 幅 を 適 切 な 人 数 に 変 更 し ま す 。

● 必 要 に 応 じ て 役 員 経 験 者 の う ち か ら 「 相 談 役  」 を 置 く こ と が

で き る よ う に し ま す 。

と や ま 生 協 の 「 理 念 」・「 2 0 3 0 ビ ジ ョ ン 」＆「 第 1 次 中 期 経 営 計 画 」（ 案 ）

が  承  認  さ  れ  ま し た  。

理 事 お よ び 監 事 全 員 の 任 期 満 了 に 伴 い 、 役 員 の 選 任 に つ い て 提 案

し 、 新 た に 全 体 区 分 理 事 1 2 名 、 地 域 区 分 理 事 1 3 名 、 監 事 5 名 が 選 任

さ  れ  ま し た  。

食 の 安 全 ・ 安 心 と く ら し の 安 心

組  合  員  の  参  加 ・ 参  画

組 合 員 へ の お 役 立 ち

職  員 の 成 長 と 安 定 し た 経  営

第 １ 号  議  案第 １ 号  議  案 2 0 2 1 年 度 活 動 報 告 お よ び 決 算 関 係 書 類 承 認 の 件2 0 2 2  年 度 活 動 方 針 お よ び 事 業 計 画 決 定 の 件第 ２ 号  議  案第 ２ 号  議  案

第 ３ 号 議  案第 ３ 号 議  案 「 理 念 」・「 2 0 3 0 ビ ジ ョ ン 」 ＆ 「 第 1 次 中 期 経 営 計 画 」 決 定 の 件

第 ４ 号  議  案第 ４ 号  議  案 定 款 の 一 部 変 更 の 件

第 ５ 号 議  案 　第 ５ 号 議  案 　 役 員 選 任 の 件

役 員 （ 理 事 2 5 名 、 監 事 5 名 ） の 年 間 報 酬 に つ い て 提 案 し 、 承 認 さ れ ま

し た 。 経 済 状 況 、 当 組 合 の 経 営 状 況 、 社 会 的 水 準 そ の 他 諸 般 の 事

情 を 勘 案 し て 、 上 限 の 範 囲 内 で 支 給 し ま す 。

第 ６ 号 議  案第 ６ 号 議  案 役 員 報 酬 決 定 の 件

退 任 さ れ る 理 事 1 1 名 、 監 事 2 名 に 対 し て 、 退 職 金 な ら び に 退 任 慰 労

金  を  支  給  す る こ と が  承  認  さ  れ  ま し た  。

ま た 、 合 併 契 約 書 第 1 6 条 に 基 づ き 、 前 C O ・ O P と や ま 役 員 2 名 の 退

任  慰  労 金 に つ い て は 、 と や ま 生 協 に 引 当 金 と し て 引 き 継 が れ て お り 、

退  任  慰  労  金  と し て  支  給 し ま  す 。

第 ７ 号  議  案第 ７ 号  議  案 役 員 退 任 慰 労 金 支 給 の 件

2 0 2 2 年 度 活 動 ス ロ ー ガ ン
活  動 の ま と め

「  笑  顔  」 と 「  あ  り  が  と  う  」 を

組 合 員 と 地 域 に 届 け ま す 。
～  感  謝 と 素  直  を  大  切  に し ま す ～

事 業 高

流 動 負 債

固 定 負 債

出 資 金

剰 余 金

評 価 換 算 差 額 等

負  債 ・ 純  資  産  合  計

流 動
資 産

資 　 産 負 　 債

純 資 産

項 　 目 実 　 績 計 画 比

項 　 目 実 　 績 前 年 比

固 定
資 産

資 産 合 計

２ ０ ２ ２  年  ６ 月 2 2 日 （ 水 ） 、 富 山 国 際 会 議 場 （ 富 山 県 富 山 市 大 手 町 １ - ２  ）  で  第 １ 回  通  常  総  代  会  が  開  催  さ  れ  ま し  た 。 第 １ 号 議 案 か ら 第 ７ 号 議 案 ま で の ７ 議 案 が 提 案 ・ 討 議 さ れ 、 採 決 の 結 果 、 す べ て の 議 案 が 可 決 ・ 承 認 さ れ ま し た 。
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科 学 ジ ャ ー ナ リ ス ト 。 京 都 大 学 大 学 院 農 学 研 究 科 修 士 課 程 修 了 。 新 聞 記 者 と し て  1 0  年 間 勤 め た の ち 独 立 。

食 品 の 安 全 性 や 環 境 影 響 に つ い て 執 筆 や 講 演 活 動 を 続 け て い る 。

2 0 2 1  年  7  月 よ り 内 閣 府 食 品 安 全 委 員 会 委 員 。

※ 本  記  事  は  所  属  す る  組  織  の 見  解  を  示  す も の で  は  な く 、  個  人 と し て  執  筆 し て い ま  す 。

　
食 品 添 加 物 は 日 本 で は 約 １ ５ ０ ０ 品 目

が 使 用 を 認 め ら れ て い ま す 。 よ く 「 他 国に 比 べ て 著 し く 多 い 」 な ど と 非 難 さ れ ます が 、 実 際 に は 国 に よ っ て 添 加 物 の 定 義が 異 な り 品 目 の 数 え 方 が 異 な る た め 、 単純 比 較 は 無 理 。 日 本 は 添 加 物 が 多 い 、 とは 言 え ま せ ん 。　
添 加 物 に は 、 外 見 を よ く す る 着 色 料 、

味 を よ く す る 調 味 料 、 食 品 の 保 存 性 を 高め る 保 存 料 、 油 な ど の 酸 化 を 防 ぐ 酸 化 防止 剤 、 食 品 の 酸 性 度 を 適 正 に 保 ち 微 生 物の 増 殖 を 防 い で 品 質 を 保 持 す る ｐ Ｈ 調 整剤 な ど 、 さ ま ざ ま な 種 類 が あ り ま す 。 添加 物 は み な さ ん が 思 う よ り う ん と 身 近 。豆 腐 は 添 加 物 が な い と 作 れ ず 、 夏 に よ く飲 ま れ る イ オ ン 飲 料 に 含 ま れ る ミ ネ ラル ・ ビ タ ミ ン 類 も 、 添 加 物 が 用 い ら れ てい る の で す 。　 「 添 加 物 は 化 学 的 、 人 工 的 だ か ら イ ヤ 」と よ く 言 わ れ ま す 。 し か し 、  「 自 然 天 然は 安 全 、 人 工 合 成 は 危 な い 」 と い う 考 え方 は 間 違 い 。 自 然 天 然 で も 、 発 が ん 物 質や フ グ 毒 、 キ ノ コ 毒 な ど 怖 い も の が た くさ ん あ り 、 人 工 合 成 で も 安 全 性 が 高 い もの が あ り ま す 。　
た と え ば こ ん に ゃ く 。 昔 は 、 こ ん に ゃ

く 芋 と 、 木 の 灰 を 水 に 溶 か し た 灰 汁 か ら作 っ て い ま し た 。 灰 汁 は 強 い ア ル カ リ 性と な る の で 、 そ の 性 質 を 利 用 し て い ま した 。 し か し 、 木 を 燃 や す と 発 が ん 物 質 、そ の 他 の 毒 性 物 質 も で き る た め 、 そ れ らが こ ん に ゃ く に 混 じ っ て い た 可 能 性 が あり ま す 。　
今 は 、 多 く の 事 業 者 が こ ん に ゃ く 芋 と

添 加 物  （ 水 酸 化 カ ル シ ウ ム な ど ）  か ら 作 って い ま す 。 添 加 物 は 、 灰 汁 に 含 ま れ る アル カ リ 性 成 分 と 同 じ 成 分 を 化 学 的 に 作 った も の 。 発 が ん 物 質 な ど が 含 ま れ な い ため 、 こ の 方 が 事 業 者 は 安 全 、 確 実 に 作 れる の で す 。　
添 加 物 を 新 た に 認 め る 際 に は 、 毒 性 が

詳 し く 調 べ ら れ ま す 。 発 が ん 性 や 生 殖 毒性 が な い か 、 私 た ち の 体 に 蓄 積 し な い かな ど が 検 討 さ れ 、 問 題 が あ る と 添 加 物 とし て 認 め ら れ ま せ ん 。　
ま た 、 化 学 物 質 は 摂 取 量 に よ っ て 影 響

の 程 度 が 大 き く 異 な る た め 、 一 つ 一 つ の添 加 物 に つ い て 複 数 の 動 物 実 験 を 行 い 、体 へ の 負 の 影 響 が み ら れ な い 量 （ 無 毒 性量 ） を 突 き 止 め ま す 。 そ の １ ０ ０ 分 の

1

の 量 が 、 許 容 一 日 摂 取 量 （ Ａ Ｄ Ｉ ） と して 定 め ら れ 、 一 生 涯 、 毎 日 そ の 量 を 摂 取し て も 体 へ の 影 響 が 出 な い 量 と さ れ ま す（ 図 参 照 ）  。

　
添 加 物 が 一  つ  一  つ 、 正 し く 使 わ れ て い れ

ば 、 個 々 の 添 加 物 の １ 日 の 摂 取 量 が Ａ Ｄ Ｉを 超 え る こ と は あ り ま せ ん 。 厚 労 省 が 、都 道 府 県 の 衛 生 研 究 所 と 共 同 し て 、 店 頭で 食 品 を 買 い 集 め 摂 取 量 調 査 を 行 な っ てい ま す 。 保 存 料 や 着 色 料 等 、 ほ と ん ど の添 加 物 が Ａ Ｄ Ｉ の １ ％ 以 下 の 摂 取 量 し かあ り ま せ ん 。　
次 回 は 、 添 加 物 が ど の よ う に 使 わ れ て

い る か や 表 示 の 見 方 な ど を 解 説 し ま す 。

さ ま ざ ま な 種 類 が 身 近 に あ る
「 人 工 合 成 だ か ら 危 な い 」 は 間 違 い

摂 取 量 は 非 常 に 少 な い

食 品 添 加 物 ①

正 し く 使 い リ ス ク を  管  理

く ら し の コ ラ ム

笑 顔 の た ね

子 育 て 通 信

食 の 安 全 ・ 安 心 情 報

く ら し の コ ラ ム

栄 養 と 健 康 の 情 報

多 く の 化 学 物 質 の 影 響 の 表 れ 方 （ 残 留 農 薬 や 食 品 添 加 物 の  A DI  設 定 ）

摂 取 量 　 → 　 大

大

　 ↑

　 健 康 へ の 影 響
無 毒 性 量  × 1 / 1 0 0
 ( A DI:  許 容 一 日 摂 取 量 )

無 毒 性 量
（ N O A E L ）

実 際 の 総 摂 取 量
（ A DI  の お お む ね  1 0 0  分 の  1  以 下 ）
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　  夏 場  は  、赤 ち ゃ ん も た く さ ん 汗 を か き ま す  。 赤 ち ゃ ん が 上 手 に  水  分  補  給 を で  き な い  場  合  は  、

マ マ が し っ か り 水  分 を と っ て 母  乳 を 与 え ま し ょ う 。 離  乳  食  開  始  前 の  赤 ち ゃ ん に は 、 母  乳 や

ミ ル ク が 最 適 な 栄 養 源 で あ り 水 分 補 給 源 で す 。 母 乳 や ミ ル ク を 十 分 飲 ん で い れ ば 、 水 分

不 足  の 心  配  は い り ま せ ん  。 離  乳  食  開  始  後  も  、 離  乳  食  の  後 に 欲 し が  る だ け  母  乳 や ミ ル  ク を  飲  ま せ る よ う に し ま し ょ う 。

　  赤 ち ゃ ん に  水  分  補  給 を す る タ イ ミ ン グ  は  、外  出  時  や お 風  呂 上  が り な ど  で す  。 白  湯 ( ※) や 薄 い 麦 茶 を ス プ ー ン や コ ッ

プ 、 さ ら に 赤 ち ゃ ん 用 の 柔 ら か い ス ト ロ ー を 使 っ て 飲 む 練 習 を さ せ ま し ょ う 。

　  水  分  補  給 と い う と  、 果  汁  や イ オ ン  飲  料  を 与 え る と い う イ メ ー ジ  が  あ る か  も し れ ま せ ん  。 赤  ち ゃ ん  用 イ オ ン  飲  料  は  、

体 調 不 良 の 時 に 備 え て お く と よ い で し ょ う 。 体 調 不 良 （ 下 痢 や 嘔 吐 等 ） の 時 は 、５ ～ １ ０ 分 ご と に 5 m L （ 小 さ じ １ 杯 ）

程 度 を 与 え 、 赤 ち ゃ ん の 体 調 を 観 察 し な が ら 受 診 し 、 医 師 の 指 示 に 従 い ま す 。 イ オ ン 飲 料 は 塩 分 や 糖 分 が 含 ま れ

て い る の で 、 体 調 が 回 復 し た ら 使 用 を 止 め 、 習 慣 化 し な い よ う に し ま し ょ う 。

　 ま た 、 赤 ち ゃ ん が  喜 ぶ  か ら と 糖  分  の  多 い  果  汁 を

た く さ  ん  与 え る と  、 離  乳  食  を  上  手  に  進  め  る こ と  が  で

き な く な る こ と が  あ  る の で  注  意  が  必  要  で  す  。

　 離  乳  食  に  汁  物  を  取 り 入  れ  る こ と で  も  、 水  分  補  給

が で き ま す 。 材 料 に 野 菜 や い も 類 を 使 え ば 、 ビ タ ミ

ン や ミ ネ ラ ル な ど の  栄  養  素  を  補 う こ と が  で  き ま す  。

白  湯 ( ※) ・ ・ ・ 水  を  沸  騰  さ  せ  、 体  温 く ら い  の  温  度  ま  で  冷  ま し た

も の 。 甘 味 は 必 要 あ り ま せ ん 。

（  外  出 の  時 に は  赤 ち ゃ ん 用 ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー や  麦  茶  を  利  用 し

て も 良 い で し ょ う 。 ）

子 育 て 通 信

《  材  料  》 き ゅ う り … 2 0 ｇ 、 た ま ね ぎ … 1 0 ｇ 、 に ん じ ん … 1 0 ｇ 、
　 　 　 　 水 … 8 0  m l  、 し ょ う ゆ … 小 さ じ  1/ 3

赤 ち ゃ ん の 水 分 補 給 に つ い て

富 山 県 保 育 所 等 給 食 研 究 会 、（ 公 社 ） 富 山 県 栄 養 士 会 ： 文 責  稗 苗 智 恵 子

野 菜 ス ー プ （ 離 乳 後 期 ９ ～ 1 1 か 月 ）

1 . き ゅ う り は 皮 を む い て 種 を 取 り 除 く 。 野 菜 類 は 、5 ～ 8 m m 

角 程 度 の 色 紙 切 り に し 、 水 で や わ ら か く な る ま で 煮 る 。

２ ． し ょ う ゆ で  調  味 し て 仕  上  げ  る 。

　 ＊ 野 菜 は 、 ト マ ト 、 か ぶ 、 ブ ロ ッ コ リ ー の ほ か 、 じ ゃ が い も

　 　 な ど で 試 し て み ま し ょ う 。

《 作 り 方 》

と や ま 生 活 協 同 組 合 　 理 事 長 　 小 泉 　 謙 二

　 6  月 2 2  日 （  水  ） 富 山 国  際  会  議  場 に お い て  、「 と や ま 生  活  協  同  組  合  」 と し て 第 １ 回 目 と な る 通  常  総  代  会  が  行  わ れ  、 こ の

度  理  事 長 に 選  任 い た だ き ま し た 。 日 頃 よ り 商 品 の ご  利  用 や 活  動  等 に ご 尽 力 い た だ い て お り ま す 組  合 員 の 皆 さ ん を は じ め 、

お 取 引 先 様 や 関 係 各 位 に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

　  通  常  総  代  会  に  お  き ま し て  は  、  新  型  コ  ロ  ナ  ウ イ ル ス  感  染  症  拡  大  防  止  に  対  応 し  な  が  ら  の  開  催  と な り ま し  た  が  、  第 1  号  議  案

か ら 第 7  号  議  案  ま で  全  議  案  が  可  決 さ れ  ま し た  。 当 日 の ご  発  言  を は じ  め  、 総  代  会  前  の ブ  ロ ッ ク  別  方  針  説  明  会  や ブ  ロ ッ ク

総  代  会  議 に お い て  、 沢  山 の ご  意  見 を い た だ き ま し た  。 そ れ ら を 真  摯 に 受 け 止 め  、 今  後  の  事  業 ・ 活  動 に 生 か し て い き ま す  。

　  ま た  、 新 た な 役  員 体  制 と し て 全  体  区  分  理  事 1 2  名  、 地  域  区  分  理  事 1 3  名  、 監  事 5  名 が  選  任 さ れ ま し た 。 と や ま 生  協 と

し て は  ス タ ー ト し て 3  ヶ 月 が  経  過 し て  い ま す  が  、 あ ら た め て 「  私  た ち は  力 を  合  わ  せ  、 誰  も  取 り 残  さ な い  、 平  和  で  心  豊  か な

地  域  社  会 を  創 り ま す  。 」 と い う 理  念  の も と  、 新  体  制 で  前  進  す る と と も に  、 2 0 2 2  年  度 の 活  動  方  針 ・ 事  業  計  画  達  成 に む け

て  取 り 組  ん で  ま い り ま す  。

　 2 0 3 0  ビ ジ ョ ン フ レ ー ズ 「  地  域 （ み ん な ） で つ く る 、と や ま の 未  来  」 を 掲 げ  、「 く ら し の ト ー タ ル ケ ア 事  業 」 の 実  現 を め ざ し 、

福  祉 事  業 ・ 生  活  支  援  事  業  の  拡  大 、 店  舗  事  業  の 再  構  築 を す す め ま す 。 誰 も が  住 み 慣 れ た 地  域  で  安 心 し て 元  気 に く ら し

続 け ら れ る 地  域  社  会  創 り の た め  、 組  合 員 の 皆 さ ん と 一  緒 に 取 り 組  ん で ま い り ま す  。

理 事 長 就 任 の ご 挨  拶理 事 長 就 任 の ご 挨  拶

さ 　 ゆ
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組 合 員 の 皆 さ ん が 利 用 し や す い 店 舗 を 目 指 し 、 み な み 店 の

土 曜 日 の 営 業 時 間 を 8 月 6 日 （ 土 ） か ら 変 更 し ま す 。

8  月 か ら 土 曜 日 の 営 業 時 間 を 変 更 し ま す

土 曜 日 は 9 ： 3 0 開  店 ！
皆  さ  ん  の  ご  来  店  を  心  よ  り  お  待  ち  し  て  お  り  ま  す ！

事 業 報 告  2 0 2 2 年 ５ 月 現 在

● 開 催 日 　 2 0 2 2 年 6 月 2 2 日 （ 水 ）

● 承 認 事 項

1.  代 表 理 事 お よ び 役 付 理 事 、 常 勤 す る 理 事 の 件

2.  2 0 2 2 年 度- 2 0 2 3 年 度 　 役 員 の 対 外 役 員 及 び 委 員 、

　 　 理 事 会 諮 問 委 員 会 等 の 役 割 の 件

3.  役 員 別 報 酬 額 決 定 の 件

4.  理 事 報 酬 受 領 辞 退 申 し 出 の 件

5.  常 勤 役 員 退 職 金 お よ び 非 常 勤 役 員 退 任 慰 労 金 支 給 の 件

第 １ 回 理 事 会 報 告

● 開 催 日 　 2 0 2 2 年 ６ 月 2 9 日 （ 水 ）

● 特 別 確 認 事 項

1.  2 0 2 2 年 度- 2 0 2 3 年 度 　 理 事 会 運 営 の 考 え 方

● 承 認 事 項

1.  2 0 2 2 年 度 ５ 月 度 の 事 業 ・ 活 動 お よ び 経 営 報 告 の 件

2.  2 0 2 2 年 度 第 1 四 半 期 ま と め と 第 2 四 半 期 方 針 の 件

3.  第 2 期 総 代 選 挙 実 施 の 件

4.  就 業 規 則 等 改 定 の 件

● 確 認 事 項

1.  機 関 運 営 ・ 連 帯 関 連 報 告

2.  第 1 回 通 常 総 代 会 報 告 （ 速 報 ）

3.  日 本 生 協 連 第 7 2 回 通 常 総 会 報 告 の 件

4.  コ ー プ 共 済 連 第 1 4 回 通 常 総 会 報 告 の 件

5.  コ ー プ 北 陸 第 2 6 回 通 常 総 会 報 告 の 件

6.  富 山 県 生 協 連 第 5 7 回 通 常 総 会 報 告 の 件

7.  2 0 2 2 年 度 労 働 条 件 改 定 の 件

8.  2 0 2 2 年 度 夏 季 賞 与 支 給 の 件

第 ２ 回 理 事 会 報 告

● 組 合 員 数 ・ 出 資 金

● 事 業 分 野 別 損 益

● チ ラ シ ・ ポ リ 袋 回 収

宅 配 事 業

配 食 事 業

福 祉 事 業

共 済 事 業

店 舗 事 業

太 陽 光 発 電

全 事 業 合 計

経 常 剰 余 金

1 2 億 8, 9 1 3 万 円

3, 2 3 3 万 円

3 , 6 2 1 万 円

1, 1 5 6 万 円

1, 5 2 9 万 円

9 8 万 円

1 3 億 8, 5 5 4 万 円

2, 2 1 0 万 円

1 3 7 , 7 3 2 人 （ － 3 4 人 ）  
8 3  億 7, 1 6 1 万  円

（ + 6, 4 6 4 万 円 ） 

組 合 員 数 ／
出 資 金 ／

チ ラ シ 回 収 率 ／
ポ リ 袋 回 収 率 ／

7 7 %
2 2 %

2 5 億 5, 8 0 5 万 円

6 , 5 4 7 万 円

7, 2 3 2  万  円

2, 3 0 3 万 円

3, 2 6 5 万 円

1 7 6 万 円

2 7 億 5, 3 3 0 万 円

－ 1, 1 2 0 万 円

9 9 %

1 0 0 %

1 0 0 %

9 9 %

9 2 %

1 1 6  %

9 9 %

5 9 %

9 9 %

1 0 2 %

1 0 1 %

9 9 %

9 9 %

9 9 %

9 9 %

－

5 月 実 績   計 画 比   4 ～ 5 月 実 績    計 画 比

l i e n  i n f o r m a t i o n l i e n  i n f o r m a t i o n

輝  ゆ と り ～ な の

施  設  紹  介 は こ ち ら か ら

八 重 津 浜 の 様 子

六 渡 寺 海 岸 の 様 子

　 と や ま 生 協 で は 、 利 用 者 さ ん が 楽 し く 生 き 生 き と 在 宅 生 活 を 送 れ る よ う

「 生 協 １ ０ の 基 本 ケ ア 」 に 取 り 組 ん で い ま す 。

　 富 山 市 藤 木 に あ る 「 輝 ゆ と り ～ な 」 は 、 地 域 に 根 ざ し た 小 規 模 多 機 能 型

居 宅 介 護 施 設 で す 。 住 み 慣 れ た 地 域 で く ら し 続 け る た め に 、「 通 い 」「 訪 問 」

「 泊 ま り 」 の 各 サ ー ビ ス を 柔 軟 に 提 供 し て い ま す 。 い つ も の ス タ ッ フ 、 い つ も

の 場 所 で サ ー ビ ス を 行 う の で 、 ご 本 人 様 も 安 心 し て ご 利 用 い た だ け ま す 。

　 午 前 中 は ラ ジ オ 体 操 、 口 腔 体 操 を 行 い 、 午 後 か ら も 体 操 、 室 内 で の 歩 行

訓 練 、 作 品 製 作 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン を 行 っ て い ま す 。 そ の 他 に 誕 生 会 、 ド ラ イ

ブ 、 運  動  会  、 お  や  つ  作  り な  ど  行  事  も  行  っ て  い  ま  す 。 ま  た  、 ボ  ラ ン  テ ィ ア  さ  ん  と

一  緒  に  囲  碁  も  楽 し ん で  い ま  す 。

　 こ れ か ら も 利 用 者 さ ん や ご 家 族 の 想 い に 寄 り 添 っ て 、 い つ ま で も 住 み 慣

れ た 地 域 （ 家 ） で く ら せ る よ う お 手 伝 い し て い き ま す 。

「 と や ま 生 協 　 輝 ゆ と り ～ な 」 （ 富 山 市 藤 木 ）

ご 利 用 の 相 談 は  ☎ 0 7 6- 4 6 4- 5 2 3 0

福 祉 施 設 「 と や ま 生 協 　 輝  ゆ と り ～ な 」 紹 介福 祉 施 設 「 と や ま 生 協 　 輝  ゆ と り ～ な 」 紹 介

と や ま 生 活 協 同 組 合

ホ ー ム ペ ー ジ か ら み な み 店 の チ ラ シ 情 報 が

ご 覧 い た だ け ま す 。

8 月

2 5 日 （ 木 ）

8 月

2 5 日 （ 木 ）

8 月

2 6 日 （  金  ）

8 月

2 6 日 （  金  ）

8 月

2 7 日 （ 土 ）

8 月

2 7 日 （ 土 ）

八 重 津 浜 （ 富 山 市 ） と 六 渡 寺 海 岸 （ 射 水 市 ） の ２ 会 場 で 海 岸 ク リ ー ン 作 戦 を 開 催 し ま し た 。

八  重  津  浜 3 0 3  名 、 六  渡  寺  海  岸 2 0 8  名 、 合  計 5 1 1 名 （ 内 、 と や ま 生  協 合  計 2 3 1 名 ） が  参  加 し 、 海  辺

の ゴ ミ 拾 い や 、 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 調 査 を 行 い ま し た 。 お 子 さ ん を 連 れ て ご  家 族 で  参 加 さ れ た

組  合  員  の  方  も  多 く み ら れ  ま し た  。

八 重 津 浜 で は 、 公 益 財 団 法 人 環 日 本 海 環 境 協 力 セ ン タ ー の 方 に ご 協 力 い た だ き 、3 地 点 で マ

イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 調  査 を 行 い ま し た 。 実  際 に 1 ℓ 分  の  砂 （ 縦 2 0  ㎝ × 横 2 0  ㎝ × 深 さ 2 . 5  ㎝ ） を 採  取

し 、 ふ る い に か け 選 別 し た と こ ろ 、 特 に 用 水 な ど か ら 流 れ 着 い た と 推 測 さ れ る 肥 料 コ ー テ ィ ン グ

カ プ セ ル が  多 く み ら れ ま し た 。 参  加  者  か ら は 、「 マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク を 実  際 に 採  取 し た こ と で 、 プ

ラ ス チ ッ ク 問  題  の  現  状 を  知 る こ と が  で  き ま し た  」 と の  感  想  が  聞  か れ ま し た  。

ゴ ミ 拾 い や マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク 調 査 を 通 し て 、 普 段 の 暮 ら し の 中 か ら 出 さ れ る ゴ ミ と 海 辺 の

環 境 を 考 え る 機 会 と な り ま し た 。

開 催 日   6 月 1 9 日 （ 日 ） 　 　開 催 場 所   八 重 津 浜 （ 富 山 市 ） 、 六 渡 寺 海 岸 （ 射 水 市 ） 　

主 　 催   富 山 県 生 活 協 同 組 合 連 合 会

第 2 8 回 　 海 岸 ク リ ー ン 作 戦 を 開 催
～  海  洋  ゴ  ミ  の  問  題 ・ 環  境  に  つ  い  て  考  え る  き  っ  か  け  に  ～

第 2 8 回 　 海 岸 ク リ ー ン 作 戦 を 開 催
～  海  洋  ゴ  ミ  の  問  題 ・ 環  境  に  つ  い  て  考  え る  き  っ  か  け  に  ～

と や ま 生 協 の 「 食 の 安 全 安 心 の 取 り 組 み 」 を
４ 回 シ リ ー ズ で お 知 ら せ し て い ま す ！

第 １ 号  議  案 　 2 0 2 1  年 度 活 動 報 告 お よ び 決 算 関 係 書 類 承 認 の 件

            　　 監 査 報 告

第 ２ 号  議  案 　 2 0 2 2  年 度 活 動 方 針 お よ び 事 業 計 画 決 定 の 件

第 ３ 号  議  案 　 理 念 、 2 0 3 0 ビ  ジ ョ ン 、 第  1 次 中 期 経 営 計 画 決 定 の 件

第 ４ 号  議  案 　 定 款 の 一 部 変 更 の 件 

第 ５ 号 議  案 　 役 員 選 任 の 件     

第 ６ 号 議  案 　 役 員 報 酬 決 定 の 件     

第 ７ 号  議  案 　 役 員 退 任 慰 労 金 支 給 の 件

　 と や ま 生 協 全 体 で 3, 3 0 4, 1 1 0 円 が 寄 せ ら れ 、（ 公 財 ） 日 本 ユ ニ

セ フ  協  会  に  送  金 し ま し た  。

　 皆 様 か ら の 募 金 は 、（ 公 財 ） 日 本 ユ ニ セ フ 協 会 を 通 し て 、 ウ ク ラ

イ ナ 国 内 お よ び 周 辺 国 に 避  難 し た 子 ど も た ち や そ の 家  族 へ の 医

療 ・ 保 健 物 資 や 水 の 提 供 、 子 ど も の 保 護 や 心 の ケ ア 、 教 育 支 援 な

ど に 活 用 さ れ ま す 。

ご 加 入 の 有 無 に 関 わ ら ず 、「 個 人 宅 配 」「 グ ル ー プ 宅 配 」 の

ご 説 明 を 聞 い て い た だ い た 場 合 、 紹  介  し  て  く  れ  た  あ  な  た  に ！  

人  気  の  コ  ー  プ  商  品  を  プ  レ  ゼ  ン  ト ！

（ オ イ ル 無 添 加 ラ イ ト ツ ナ フ レ ー ク （ 7 0 0 g × 3  缶 ） 、 た ま

ご  ス ー プ 、 お い し い 赤 飯 の い ず れ か ）

ご 紹 介 い た だ い た 方 が 生 協 に 加 入 さ れ る と 、 「 ご 紹 介

い た だ い た 組 合 員 の 方 」 に は １, ０ ０ ０ ポ イ ン ト 「 ご 加 入

い た だ い た 方 」 に は 5 0 0  ポ イ ン ト を プ レ  ゼ  ン ト し ま す ！

※ お 友 達 ・ お 知 り 合 い の 方 が 新 規 に 加 入 と な っ た 場 合 に 適 用 と
な り ま す  。

生 協 に ご  加 入 い た だ い た お 友 達 の 特 典

お  試  し  サ  ン  プ  ル  セ  ッ ト  プ  レ  ゼ  ン  ト ！  

新 規 で 生 協 に ご 加 入 い た だ き 、「 個 人 宅 配 」「 グ ル ー プ 宅 配 」 を 

ご  利 用 い た だ い た お 友 達 へ の プ レ ゼ ン ト と な り ま す 。

ポ イ ン ト ２ 倍 セ ー ル ＆ポ イ ン ト ２ 倍 セ ー ル ＆

フ ー ド ド ラ  イ ブ を  実  施 ！フ ー ド ド ラ  イ ブ を  実  施 ！

チ ラ シ に あ る ア ン ケ ー ト を

提 出 し て い た だ い た 方 の 中

か ら 抽 選 で 2 0 名 に レ シ ピ

ノ ー ト （ A 5  サ  イ ズ  ・ 8  ペ  ー  ジ

分 ） を プ レ ゼ ン ト ！ ！ 「  ス マ イ ル

コ ー プ 」 や 機 関 誌 「 リ ア ン 」 の

レ  シ  ピ  も  保  管  で  き  ま  す ♪
レ シ ピ ノ ー ト （ 実 際 の も の と は
異  な  る  場  合  が  あ  り  ま  す  。 ）

お 知 ら せ

第 2 弾 は 、『  生  協  の  商  品  が  手  元  に  届  く  ま  で  』 を

予  定 し て  い  ま  す 。 　

8 月 2 9 日 ～ チ ラ シ を 配 布 し ま す 。（  次  回  は 1 1  月  、2  月  を  予  定  ）

＜ 募 金 内 訳 ＞

Ｏ  Ｃ Ｒ  、 e  フ  レ  ン  ズ

募 金 箱

募 金 額 募 金 人 数

3, 2 7 6, 8 0 0  円

2 7, 3 1 0  円

4 , 8 1 4  人

－

ユ ニ セ フ   ウ ク ラ イ ナ  緊  急  募  金 に ご  協  力  頂 き
あ り が と う ご  ざ  い ま し た

8 月 2 9 日 （  月  ） ～ 1 0 月 2 1 日 （ 金 ）

ご 近 所 の 方 や ご 友 人 な ど お 知 り 合 い の 方 を ご 紹 介 く だ さ い ！

特 典

１

特 典

２

特 典

３

詳 し く は 8  月 2 9  日 か ら お 届 け す る チ ラ シ を ご  覧 く だ さ い 。

秋 の お 友 達 紹 介 キ ャ ン ペ ー ン秋 の お 友 達 紹 介 キ ャ ン ペ ー ン秋 の お 友 達 紹 介 キ ャ ン ペ ー ン秋 の お 友 達 紹 介 キ ャ ン ペ ー ン

● 食 品 等 を お 持 ち く だ さ っ た 方 　 　 3 5  名

● 集 ま っ た 食 品 の 重 量 　 　 　 　 　 　 約  2 8 ｋ ｇ 　

※ そ の ほ か 、 お む つ 、 生 理 用 ナ プ キ ン ６ 袋 が 集 ま り ま し た 。

１ ヵ  月  以  上  賞  味  期  限  の  あ  る

未 開 封 の 食 料 品 を

集  め て  寄  付 し て  い ま  す  。

フ  ー ド ド ラ  イ  ブ  へ  の  ご  協  力
あ り が と う ご ざ い ま し た

6 月 2 3 日 （ 木 ） ～ 2 5 日 （ 土 ） と や ま 生 協   み な み 店 で
フ  ー ド ド ラ  イ  ブ  を  実  施  し  ま し  た  。

  2 0 2 1 年 1 月 2 2 日 に 核 兵 器 禁 止 条 約 が 発 効 さ れ 、 核

兵 器 の 使  用 が  国 際 法 で 禁 止 さ れ ま し た 。 し か し 、 核 保

有 国 や 日 本 を は じ め と し た 「 核 の 傘 」 で 守 ら れ て い る

同  盟  国  は  、 こ の  条  約  に  反  対 し て  署  名 ・ 批  准  を し て い ま

せ ん 。

　 昨 今 、 ロ シ ア に よ る ウ ク ラ イ ナ へ の 軍 事 侵 攻 に よ っ

て 核 兵 器 が 使 用 さ れ る こ と へ の 懸 念 も 高 ま る 中 、 と や

ま 生 協 で は 、 被 爆 国 で あ る 日 本 が こ の 条 約 に 参 加 す

る よ う 日 本 政  府 に 求 め る 署 名 と し て 「 日 本 政  府 に 核 兵

器 禁 止 条 約 の 署 名 ・ 批 准 を 求 め る 署 名 」 を 行 い ま す 。

み な さ ま の ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

※ 署 名 用 紙 は 、 今 週 お 届 け の カ タ ロ グ を ご 覧 く だ さ い 。

「 日 本 政 府 に 核 兵 器 禁 止 条 約 の 署 名 ・

批  准  を  求  め  る  署  名  」  に  ご  協  力  く  だ  さ  い ！

取 り 組 み  期  間 ：

8  月 １ 日 （  月  ） ～ 8  月 2 6  日 （  金  ）




